
秋
号
の
発
行
が
遅
れ
て
す
み
ま

せ
ん
。
国
政
選
挙
終
了
ま
で
配
布

を
ひ
か
え
て
お
り
ま
す
。
寒
さ
が

増
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
県
議
会
九
月
定
例
会
が
十

月
三
日
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
回

の
議
会
で
は
五
十
二
議
案
を
可
決

し
、
請
願
一
件
を
採
択
、
意
見
書

三
件
を
可
決
、
一
件
を
否
決
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
や
審
議

過
程
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

九
月
十
八
日
（
九
月
定
例
議
会

初
日
）
の
本
会
議
冒
頭
で
、
知
事

よ
り
所
信
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

以
下
箇
条
書
き
で
要
旨
を
列
挙
し

ま
す
。

一
，
翌
年
度
は
①
自
立
型
産
業
の

育
成
と
総
合
雇
用
対
策
の
推
進
②

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
③
個

性
と
実
践
力
を
育
む
人
づ
く
り
④
安

心
・
安
全
に
配
慮
し
た
新
社
会
資
本

整
備
⑤
自
立
し
た
地
域
社
会
づ
く
り

の
五
分
野
を
重
点
施
策
と
し
た
い
。

二
，
八
月
の
大
雨
と
台
風
十
四
号
の

被
害
に
適
切
に
対
応
す
る
。

三
，
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
を
訪
問
し
、

国
際
教
養
大
学
と
の
連
携
を
協
定
し

た
。
ま
た
カ
ナ
ダ
の
マ
ニ
ト
バ
州
を

訪
問
し
、
新
水
族
館
に
展
示
を
予
定

す
る
北
極
熊
の
譲
り
受
け
を
要
請
し

て
き
た
。

四
，
来
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
米

政
策
に
対
応
す
る
米
政
策
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。

五
，
市
町
村
合
併
後
の
臨
時
的
な
財
政

負
担
の
軽
減
を
図
る
県
独
自
の
支
援
制

度
を
創
設
し
た
い
。

六
，
北
東
北
三
県
の
「
道
州
制
」
を
検

討
す
る
組
織
を
立
ち
上
げ
る
。

七
，
韓
国
と
の
国
際
定
期
便
は
七
月
・

八
月
と
も
七
十
％
以
上
の
利
用
率
を
確

保
で
き
た
。

八
，
今
議
会
に
提
出
し
た
補
正
予
算
案

の
主
な
も
の
と
し
て
、
①
医
療
安
全
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
費
②
サ
ー
ズ
対
策

の
施
設
整
備
費
③
地
域
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
の
設
置
費
④
安
心
・
安
全
な
農
産

物
の
供
給
体
制
を
確
立
す
る
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
費
⑤
新
規

高
卒
者
の
就
職
支
援
員
の
配
備
費
⑥
各

委
員
の
任
命
⑦
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
改
正
⑧
国
際
教
養
大
学
入

学
料
徴
収
条
例
等
で
あ
る
。

等
々
の
案
件
で
す
。

議
長
は
、
こ
れ
ら
の
案
件
を
所
管
す

る
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
徹
底
的
な

議
論
を
求
め
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
の

委
員
長
は
そ
の
結
果
を
本
会
議
で
発
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分

は
こ
の

中
の
教

育
公
安

委
員
会

に
所
属

し
て
い

ま
す
。

会
派
が

大
き
い

と
、
全

部
の
常

任
委
員

会
に
委

員
を
配
置
で
き
ま
す
。
い
ぶ
き
は
二
人

し
か
い
な
い
た
め
、
京
野
議
員
が
建
設

委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
、

こ
の
情
報
不
足
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
。

県
庁
内
を
走
り
回
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

■ ■■ ■■ ■皆さんの声が新しい郷土づくりのエネルギーです。 平成１５年秋号会派いぶき活動レポート２

県
議
会
九
月
定
例
会
の
報
告

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

●
議
案
補
正
予
算
…
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は

億

万
円
で
、
当
初
予
算
か
ら
の
累

13
9459

計
額
は

億

万
円
で
す
。

7239
1570

①
高
校
生
就
職
活
動
支
援
事
業
…
高
校
に
就

職
担
当
者
の
職
員
を
配
備
（

万
円
）

1300

②
あ
き
た
ア
カ
デ
ミ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン

ド
…
大
学
な
ど
で
開
発
し
た
研
究
成
果
の
事

業
化
を
支
援
（

億

万
円
）

5000

1

③
安
心
・
安
全
あ
き
た
ブ
ラ
ン
ド
確
率
事
業

…
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
表
示
を
推
進

（

万
円
）

3650

④
重
点
企
業
導
入
促
進
助
成
事
業
…
企
業
立

地
を
支
援
し
雇
用
開
発
を
推
進

（

億

万
円
）

900

3
⑤
サ
ー
ズ
対
策
事
業
…
サ
ー
ズ
予
防
対
策
に

必
要
な
医
療
機
関
へ
の
助
成
（

万
円
）

900

⑥
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
…
退
職
手
当
及
び
、
早
期
退
職
対
象
者

年
齢
を

歳
か
ら

歳
に
引
き
下
げ
。

50

35

⑦
国
際
教
養
大
学
入
学
料
徴
収
条
例
設
置
…

独
立
行
政
法
人
運
営
前
の
本
年
度
に
限
り
、

県
が
入
学
料
を
徴
収
す
る
条
例
。

⑧
公
営
企
業
設
置
条
例
の
一
部
改
正
…
男
鹿

桜
島
荘
の
閉
鎖
等
で
観
光
事
業
を
廃
止
。

今
議
会
で
の
意
見
書
。

●
意
見
書

①
携
帯
電
話
の
利
便
性
の
向
上
と
料
金
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て
（
可
決
）

（

）

②
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
に
つ
い
て

否
決

③
高
額
医
療
費
の
返
還
制
度
の
改
善
に
つ
い

て
（
可
決
）

④
犯
罪
防
止
の
た
め
の
治
安
対
策
の
強
化
に

つ
い
て
（
可
決
）

自
分
は
、
意
見
書
審
議
で
、
犯
罪
防
止
の

た
め
の
治
安
対
策
に
つ
い
て
は
京
野
議
員
と

意
見
が
分
か
れ
、
本
会
議
で
も
賛
成
・
反
対

と
、
互
い
の
主
張
を
貫
き
ま
し
た
。
同
じ
会

派
で
も
意
見
の
相
違
は
あ
り
ま
す
。
会
派
拘

束
を
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
尊
重
す
る

活
動
を
続
け
ま
す
。
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

仙

北

編

知
事
説
明
の
内
容
は

常
任
委
員
会
の
審
議
は

県
議
会
の
六
つ
の
常
任
委
員
会

一
，
総
務
企
画
委
員
会

二
，
福
祉
環
境
委
員
会

三
，
農
林
水
産
委
員
会

四
，
商
工
労
働
委
員
会

五
，
建
設
委
員
会

六
，
教
育
公
安
委
員
会



で
も
そ
れ
が
実
際
の
担
当
者
と
の
信

頼
関
係
を
築
く
最
善
策
で
、
地
域
の
声

を
伝
え
る
近
道
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
自
分
の
所
属
す
る
教
育
公
安

委
員
会
で
は
、
次
の
案
件
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

①
補
正
予
算
の
関
係
部
分

②
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
条
例
改
正

③
交
通
事
故
の
和
解
十
件

④
工
事
請
負
契
約

⑤
犯
罪
防
止
の
治
安
強
化
（
意
見
書
）

（

）

⑥
教
育
費
財
政
支
援
の
確
保

意
見
書

戦
略
的
な
案
件
と
し
て
は
、
退
職
制

度
の
検
討
や
中
高
一
貫
校
整
備
事
業
、
、

田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

花
輪
高
校
校
舎
改
築
事
業
、
高
校
生
就

職
支
援
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
最
近
と
て
も
厳
し
さ

を
増
す
高
校
生
の
就
職
難
に
つ
い
て
議

論
が
集
中
し
、
県
内
就
職
を
推
進
す
る

た
め
、
高
校
に
配
備
す
る
就
職
支
援
員

に
は
一
定
の
達
成
目
標
を
課
す
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
と
言
う
意
見
が
出
た

ほ
ど
で
す
。

そ
の
他
に
も
様
々
な
問
題
に
対
し
意

見
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。
安
心
な
毎
日

を
過
ご
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
ま
た
明
日
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
、
県
は
更
に
努
力
が
必
要

で
は
な
い
か
…
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
駐

在
所
の
機
能
充
実
や
老
朽
化
し
た
施
設

の
立
て
替
え
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

の
在
り
方
、
各
種
の
青
年
組
織
の
活
性

化
、
田
沢
湖
町
に
建
築
予
定
の
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
住
民
要
望
な
ど

に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。自

分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
県
政
報

告
（
政
務
調
査
報
告
）
の
ペ
ー
ジ
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
着
任
後
の
活

動
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

報
告
書
数
は
二
十
八
件
で
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
お
持
ち
で
な

い
方
々
は
ご
覧
に
な
れ
な
い
た
め
、
以

下
、
大
ま
か
な
見
出
し
を
書
き
出
し
し

ま
す
。
お
読
み
に
な
り
た
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
印
刷
し
て
郵
送
で
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

・
第
２
回
教
育
公
安
委
員
会
の
県
内
調

査
レ
ポ
ー
ト
（
そ
の
一
～
二
）

・
番
外
編
「
激
走
！
西
木
村
駅
伝
」

・
象
潟
町
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

・
９
月
定
例
議
会
を
振
り
返
り
①
～
③

・
千
畑
、
仙
南
、
六
郷
の
知
事
懇
談
会

・
９
月
定
例
議
会
の
知
事
説
明

・
５
０
０
歳
野
球
大
会

・
鮫
の
化
石
発
見
輓
馬
大
会

・
協
和
町
の

・
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
青
年
部
作
成
看
板

・
教
育
公
安
委
員
会
県
外
調
査

・
地
域
づ
く
り
全
国
大
会
秋
田
大
会

・
中
仙
町
で
の
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

・
林
業
活
性
化
学
習
会

・
造
林
事
業
予
算
獲
得
に
向
け
て

・
角
館
町
「
町
の
記
念
日
」

・
農
林
水
産
委
員
会
の
県
内
調
査
随
行

そ
の
他
、
多
数
あ
り
ま
す
。

前回のレポート（７月１０日）後、自分に市町村名 対応済み 対応継続 計
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１０月２５日まで皆さんからいただいた意見・要望等の対応状況

①
ま
っ
た
く
世
の
中
、

何
が
幸
い
す
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
自
分
は

頭
の
毛
が
薄
い
た
め
、

そ
れ
を
目
立
た
な
く
し

よ
う
と
坊
主
頭
に
し
て

い
ま
す
。
県
議
会
で
こ

の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
は
他

に
な
く
、
テ
レ
ビ
に
後

ろ
姿
が
映
る
だ
け
で
自
分
と
分
か
り
ま
す
。

あ
り
が
た
い
や
ら
悲
し
い
や
ら
複
雑
で
す
。

。

、

②
坊
主
頭
で
も
う
一
つ

県
議
会
の
最
長
老

森
吉
町
出
身
の
自
民
党
Ｋ
議
員
は
、
最
近
ま

で
自
分
を
寺
の
住
職
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
ち
ょ
っ
と
し
た
発
言
に
も
い

ち
い
ち
感
銘
し
「
さ
す
が
住
職
、
目
の
付
け

所
が
違
う
」
と
感
心
し
き
り
だ
っ
た
と
か
。

③
愛
車
の
旧
型
マ
ー
チ
（
黒
塗
り
！
）
が
最

近
よ
く
エ
ン
ス
ト
し
ま
す
。
十
八
万
キ
ロ
ほ

ど
走
っ
て
い
る
の
で
無
理
も
な
い
か
な
。
愛

着
が
あ
っ
て
替
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
十
二
月
議
会
で
一
般
質
問
に
立
ち
ま
す
。

い
つ
で
も
元
気
主
義
だ
あ
！

好
評
な
政
務
調
査
報
告

▲この頭、自分です。


